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総 説

Rhodococcus属 とRhodococcus感 染 症(そ の2)
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GENUS RHODOCOCCUS AND RHODOCOCCUS INFECTION (2)
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Reported cases of human infections caused by Rhodococcus have been reviewed.In 

some reports,species identification was not made,but the species identified were R.equi 

and R.aurantiacus.The infections occurred in the lungs,lymph nodes,pleura,meninges,

pericardium and skin,and in a few cases as a systemic infection.The lesion was 

histopathologically non—caseating granuloma.
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緒 言

本 報 で は,Rhodococcusに よ る ヒ トの 感 染 症 にっ い

て 述 べ る。Rhodococcusの 中 で,最 も旧 くか ら感 染 症

が知 られ る の は,R.equiで,感 染 症 は,こ の 菌 の 旧 名

Corynebacterium equiの 名 で 報 告 され て い る。 次 に,

ヒ トの感 染 症 を起 こす こ とが 知 られ るの は,R .auran

-tiacusで あ る。 他 のRhodococcus感 染 に 関 す る報 告

は,"Mycobacterium rhodochrous",Rhodochrous,

Rhodococcusに よ る と して 報 告 され,菌 種 同 定 は行 わ

れ て い な い。 これ らは,過 渡 期 の 報 告 と して や む を え な

い こ とで あ るが,今 日で は,Rhodococcus属 の 菌種 分

類 もほぼ確立 した こ とで あ るの で,菌 種 同 定 を 確 実 に行 っ

て 報 告 され るべ きで あ る と思 わ れ る。

Rhodococcus equi (Corynebacterium equi) に

よる感染症

1923年,SwedenのMalmoのMagnusson1)は 次

の ような報告を した。1922年 に南Swedenの 馬牧場 で,

2～3カ 月 の仔 馬が死 んだ。死 因は,肺 の多発性膿瘍で

あ った。膿 汁か らは,常 にGram陽 性 の桿菌 が培養で

きた。彼 は,12例 の仔馬 の感染 例 を報告 しているが,

化膿巣 は他の臓 器,肝,腎,関 節 に もみ られた。菌 は,

肺膿瘍巣および気管支 リンパ節 に多量 に見 出され た。菌

には運動 性がな く,芽 胞 を形成 せず,寒 天培地 に培養す

ると球菌 状または卵形 を呈 した。Loffler氏 液で染色鏡

検 す ると,不 染 の桿状体 の中に顆粒 があった。Neisser

氏 染色 を行 うと,菌 体 内に多 くの異染顆粒が見 られ た。

通性嫌気性 であるが,酸 素 の出入 自由の時 に最 も発育が

よ い。18～20℃ の室 温 で よ く発育 し,恒 温器中で は少

し発育 が遅 い。普通 の培養基 によ く発育す る。至適pH

6～8。 結論 として,彼 は,こ の菌 をCorynebactterium

(Diphtheroide)の 一員 と考 え,C.equi(馬 のCory-

nebacteriumの 意)と 命名 した。60年 以上の前の観 察

であ るが,現 代 に等 しい正確 な観察が行われて いること

は驚嘆 に値する。以後,C.equiに よる動物の感染(馬,
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牛,豚)の 報 告 が 数 多 くみ られ る2)～5)。

C.equiに よ る ヒ トの感 染 症 の最 初 の報 告 は,Golub

etal.6)に よ り1967年 に 行 わ れ た 。 彼 らは,29歳 白人

男子 の肺膿 瘍 を報告 して い る。 被検 株 は,erythromycin

(EM)0,4μg/mlに 感 受性 が あ り,EM投 与8週 で治 癒

させ る こ とが で きた。 次 い で,DenmarkのThomsen

etal.7)は,9ヵ 月 の 男 児 の 頸 部 リ ンパ 腺 が 結 核 様 病 変

を 示 し,病 巣 か らC.equiを 分 離 しえ た こ と を報 告 し

て い る。Marsh&vonGraevenitz8)は,悪 性 リ ンパ

腫 に 罹 患 して い る39歳 の男 に空 洞 性 肺 疾 患 が 生 じ,気

管 支擦 過 物 の培 養 で,C.equiとStreptococcus pneu

-moniaeを 分 離 で き た 。 一 方,血 液 培 養 で はC.

equiの み を培 養 で きた 。 著 者 た ち は,本 例 は,C.equi敗 血

症 の最 初 の 症 例 だ と して い る。 同 定 は,培 養基 の 集 落性

状 の み に よ って お り,集 落 のpink着 色 に よ りC.equi

と決 定 で きた と述 べ て い る。Carpenter&Blorn9)は,

Hodgkin氏 病 を もつ26歳 の 男 にC.equiに よ る肺 炎

が 起 こ った例 を報 告 して い る。 右 中葉 が壊 死 性 肺 炎 を呈

し,そ こか ら純 培 養 の 状 態 でC.equiが 培 養 で き た と

い う。 た だ し,C.equiiの 同定 の根 拠 に つ い て は記 載 が

な い。

Bergetal.10)は,2例 の リ ンパ 腫 の患 者(52歳 の女

と47歳 の女)で 免 疫 抑 制 療 法 施 行 中 に菌 血症 を伴 うC.

equi肺 感 染 症 を 起 こ し た こ と を報 告 して い る。 第1例

は,悪 感 戦 慄 を伴 う40℃ の発 熱 で 発 病 し,左 肺 の浸 潤

と肋 膜 炎 を生 じた。 血液 培 養 に よ り,グ ラ ム陽 性 の好 気

性 桿菌 を分離 し,そ れ をC.equiと 同 定 した。 菌 はery―

thromycin,tetracycline,gentamycin,kanamycin

に感 受 性 が あ っ た 。gentamycinとcephalothinで 治

療 したが 増 悪 し死 亡 した。 第2例 は,咳 嗽 と呼 吸 困 難 を

訴 え,は じめ右 上 葉 っ いで 右 肺 の 浸 潤 像 を 示 した 。39℃

の発 熱 が あ り,白 血 球 数14,900/mm3で あ った。 肺生

検 でC.equiを 培 養 で き,血 液 培 養 で もC.equiを 分

離 で き た。 治 療 はerythromycin(1日2g)の 投 与 と

右 上 葉 切 除 を 行 った。 組織 学 的 に は,膿 瘍 形 成 を 伴 う壊

死 性 肺 炎 で あ った。 この患 者 は,後 にtetracycline(1

日1g)を 追 加 し,好 転 し退 院 した。 この症 例 の 同定 の

根 拠 は,か な り詳 細 に記 さ れ て お り,た ぶ ん,C.equi

に まち が い な か ろ う と思 わ れ る。

"Mycobacterium rhodochrous"(Rhodoco
ccus

sp.)に よ る感 染 症

Gordon&Mihm11)に よ っ て,1959年 に"Myco

-bacteriam rhodochroas"と 呼 ばれ た菌 は,今 日か ら

み る と単 一 菌 種 で は な く,い くっ か の菌 種 の 集 合 体 で あ

る(こ の 総 説 の 前 報 参 照)。 こ の".M.rhodochrous"

ま た はRhodococcusと い う属 名 を使 っ て の感 染 症 報

告 が若 干 あ る ので 紹 介 す る。

最 初 の報 告 は,Kiel大 学 のSimon12)に よ る もの で,

1%歳 の幼 児(性 記 載 な し)が39℃ の 発 熱 と と もに 意

識 不 明 とな った。 腰椎 穿刺液 は血 性で,Pachymeningo

-sis haernorrhagica internaと 診 断 さ れ た。 「しん も

ん 」 穿 刺 液(Fontanellenpuktat)か ら2回M.rho

-dochrousを 培 養 同 定 し,こ れ が 原 因 菌 で あ る と考 え た。

菌 は,tyrosin分 解 の,mannose,mannitol,sorbito

lか らの 酸 形 成 陽 性,弱 抗 酸性 の短 桿 菌 な い し球 菌 で"M

rhodochrous"と 同定 され た。

次 の 報 告 は,1968年 のAlture-Werberetal.13)に

よ る2例 で,そ の 第1例 は29歳 の女 性 で粟 粒 結 核 の症

状 を示 して 死 亡 した 。 生 前,M.rhodocrousが2回

血 液 か ら培 養 さ れ,死 後,心 臓 内血 液 か らKlebsie

llaaerobacter,肺 か らM.tubercalosisと"M.rho

dochrous"が 培 養 で き た。 彼 らの 第2例 は,62歳 の男 で,

肺 に粟 粒 結 核 と同 じ像 を示 した。 喀 疾 か らの 培 養 は陰 性

で あ った が,血 液 か ら".Mrhodochrous"を 培 養 で き

た。 ツ ベ ル ク リ ン反 応 は陰 性 で あ った 。 この 症 例 も死 亡

して い る。 第4例 は,Porres14)の1973年 の 報 告 で,

落 馬 し て 生 じ た 膝 関 節 部 の 多 発 性 化 膿 巣 か ら".M.

rhodochrous"を 分 離 し,こ れ が 化 膿 の 原 因 と思 わ れ

る と 報 告 し た 。 患 者 は17歳 の 白 人 少 女 で あ っ た。

Schonborn et al.15)は,2歳5ヵ 月 の 幼 児 の心 嚢 穿 刺

液 か ら".M,rhodocjrous"を 培 養 しえ た。

Haburchak et al.16)は,3例 のimmunocompro

-mised patientsか ら"rhodochrous taxon"を 分 離

し,こ の 菌 が 病 源 性 を 発揮 しえ る と した。 第1例 は,53

歳 の 白人 女 子 で,発 熱,悪 寒,発 汗 が3週 っつ い た た め

入 院 し た。 白 血 球 数 は6,800/mm3。 骨 髄 穿 刺 に よ り非

乾 酪 性 肉芽 腫 を認 め,同 時 に1集 落 の"rhodochrous"

を 培 養 で き た。 試 験 的 開腹 でstage IV-BのHodgkin

氏 病 と判 明 した。suLfamethoxasole(8g/日)を 投 与

し,抗 癌 剤 も投 与 し た が,4週 後 にPseudomanas敗

血症 兼 肺 炎 で死 亡 した。 剖 検 で,骨 髄 肉 芽 腫 は消 失 して

い た の で,こ れ は"rhodochrous"感 染 に よ る も の と

考 え られ た。 第2例 は,70歳 の 白 人 男 子 で,慢 性 閉 塞

性 肺 疾 患 の た め にprednisolone20mg毎 日 の 投 与 を

受 け て い た。39.5℃ の発 熱 と呼 吸 困 難 の た め 入 院 した。

右 上 葉 に 断 層 像 で3×5cmの 「か た ま り」(mass)と

浸 潤 像 が あ り,白 血 球 数 が13,000/mm3で あ った。 気

管 吸 引 液 か ら"rhodochrous"の み を 培 養 しえ た。 疾

か ら も7日 間 に5日,こ の 菌 を認 め た。INH+EBを 投

与 し た が,"rhodochrous"は12ヵ 月 後 も排 菌 さ れっ

づ け た。 第3例 は,73歳 の 白人 女 性 で,慢 性 リ ンパ 性

白 血 病 に 罹 患 して い た。 咳 噺 と喀疾 の た め入 院 した。 入

院 後,38.Cの 発 熱 が あ り,右 下 葉 に浸 潤 が認 め ら れ

た 。 気 管 吸 引 物 か ら,Peudomonas aeragimsaと

"rhodochrous"が 培 養 さ れ た。cotrimoxazole毎 日
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Table Reported Cases of Human Infection Caused by Rhodococcus

Causative organism:1-5,R.equi;6-13,Rhodococcus species(species not identified);14,15,R.aurantiacus.

8錠 を6ヵ 月 服 用 し,浸 潤 が 消 失 し,"rhodochrous"

も陰 性 とな った 。

Blair17)は,24歳 の 白 人 女 性 が,運 動 時 の 多発 性 関

節 痛 を 訴 え,左 大 腿 前 上 部 に 径4cmの 柔 らか い 「か た

ま り」 を 生 じ,左 ソケ イ リンパ 節 腫脹 と前膊 お よ び足 の

結 節 性 紅 斑 を 示 した 。 生 検(大 腿 部 のmass)で,非 乾

酪性 肉芽 腫 が認 め られ,"rhodochrous"が 培 養 で きた 。

この患者 は,免 疫 学 的 に異 常 が あ る と は思 わ れ な か った 。

治療 に はpenicillinとerythromycinが 効 果 が あ った 。

Ellis-Pegleretal.18)は,腎 移 植 を 受 け た35歳 の

男 が,prednisoloneとazathioprineを 服 用 中,左 腕

の 火 傷 後,感 染 を 起 こ し て 治 癒 し な か っ た 。 生 検 で

"rhodochrous"を 分 離 した の で
,ampicillinを 投 与

しい った ん治 癒 した。 しか し,そ の後,再 発 し,左 腕 部

に病 巣 を生 じ,次 に右 前 膊,次 いで 右 大 腿 部 に も病 巣 が 、

生 じた 。"rhodochrous"は,生 検 材 料 お よび 膿 汁 か ら

繰 返 し培 養 さ れ た と い う。

Chanda&Headington19)は,81歳 の男 の左 前 膊 伸

側 の皮 膚 に赤 褐 色 の丘 疹 を生 じ,そ れ が拡 大 して い っ た

例 を 報 告 して い る。 病 巣 は7×10cmの 紅 斑 様 に見 え,
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辺縁 は明確で あった。生検標本 は,リ ンパ球浸潤の著明

な肉芽組織 を示 した。壊死性肉芽腫の中心 には,グ ラム

陽性,非 抗酸性 の菌がみ られた。中心部 に壊死を示す上

皮細胞性肉芽腫は散発的にみ られた。生検標本か ら"rho-

dochrous"を 培 養 で きた。 この患者 にはdoxycycline

が劇的 に効果が あって治癒 した。 治癒後3年 経 って も可

発 をみなか った。

Rhodococcus aurantiacus(Gordona aurantiaca)

による感染症

1982年 に東村 ・川 上20)は,R.aurantiacusに よ る

50歳 の男の肺感染症を報告 した。 この患 者 は38.5℃ の

発熱 と胸痛を訴えて発病 し,左 上 葉の空洞 性病変 と肋膜

炎 を示 した。病像 は肺結核 と区別で きなか ったが,喀 疾

か らは結核菌 は分離 されず,代 わ って弱抗酸性桿 菌が7

回 分離 され,す べ てR.aurantiacusと 同定 され た。

この菌 は,EVMとCPMの100μg/mlに は部 分耐性

を示 したが,他 の抗結核剤には結核 菌の耐性基準 で,す

べ て耐性であ った。患者 は,RFP+INH+SMで 治療 さ

れ,症 状 は寛解 したが,結 局,空 洞 は消失 しなか った。

1985年,ハ ンガ リーのPrinz et al.21)は,43歳 の男

でhairy cell leukemiaを 有 す る患 者 が,発 熱,嘔

吐,意 識混 濁 の脳膜 炎症状を呈 し,そ の脊髄 液か らjR.

aurantiacusを 培 養 しえ た と報 告 した。 この患者 は,

RFP+INH+EB,次 いでRFP+INH+SMで 治療 され

たが,好 転せずに死亡 した と報告 してい る。

Rhodococcusに よ る感染症 の症例報告 は比較 的まれ

で あ る。今 まで の報 告 をTableに ま とめてみた。 かな

りの例が免疫低 下状態を基礎 として発症 してお り,そ う

い う例で は予後不良であ る。Rhodococcusは 血液寒天

のような常用 され る培地に も発育可能 であるが,卵 培地

での発育の方が良好であ る。分離 はさほど難 しくない と

思われ るが,一 般の検 査施設 では,同 定 が困難 で,迷 入

雑菌 と して処理 され ることもあ ると思 われる。抗酸菌 ほ

ど抗酸性で はないが,他 の細 菌よ りは抗酸性 で,短 時間

の アル カ リ処理に堪 え る。通常 は,菌 糸 を形成 せず,短

桿菌,球 菌状の形 態を呈す ることで,Nocardiaと 区別

で きる。ただ し,少 数 の菌種 においては菌糸 を作 る こと

があ るので,Nocardiaと の鑑別 は,専 門家 でないと困

難な こともあ る。
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